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クマムシが 6，200Gyもの照射でも耐えることがわかった(Horikawaet al.， 2006).高圧に対する最近の













2.3%にすぎない (Westh& Ramlov， 1991). クマムシと同様にコケの中で乾燥耐性を持つワムシ類ではト




熱ショックタンパク質も，クマムシが乾燥する過程で変動する (Schillet al.， 2004). これは，さまざ
まな生物において環境ストレスに応答して発現されることが知られており，特殊にみえる乾燥耐性に関与
するしくみも，生物に一般的に備わった機構の一部を利用している可能性がある.さらに，昨年の6月に
開催された第 10回国際クマムシシンポジウムでは， late embryogenesis abundant (LEA)タンパク質が変
動するという報告もされた.LEAタンパク質は，植物匹の休眠に関連して発現する分子として知られるが，













図2 クマムシのシスト形成 (Guidettiet a1. (2006)より改変)
クマムシの寿命
クマムシは長寿だと考えられているが，実際どのくらいの寿命なのかを明らかに示したデ}タは乏しい.
絢 crobiotusrichtersiを 140Cの培養条件のもとで観察した報告によれば，この種は最大 500日以上にわ
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